
　２　生活環境

　Ｅ　自然

　次世代につなげる生命（いのち）ある自然環境の保全

主な事業

保全地区・保存樹木の指定
松くい虫防除事業
緑の基本計画等策定事業

計画通りに成果が上がっているか

□ 目標達成
■ 順調
□ 順調でない

成果指標の分析

主な事業

柱

分野

ビジョン

緑などの自然環境に満足している市民の割合は順調である。また、年齢別では20歳か
ら39歳までの世代の数値が高くなっており、子供と一緒に自然に親しむ機会が多いと
思われる。学区別では船島の数値が高くなっており、学校を通した地域活動が活発で
関心度も高いものと思われる。また、男女別では、男性より女性の方が高い数値に
なっており自然に親しむ機会が多いものと思われる。
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成果指標８ 緑などの自然環境などに満足している

市民の割合(％)

◆

50505050

◆

60606060

成果指標９ 水辺で生息している生物の種類

河川ため池水質浄化事業
上野新川ふるさとの水辺再生基本
構想
東海市エコスクール

計画通りに成果が上がっているか

■ 目標達成
□ 順調
□ 順調でない

成果指標の分析

成果が向上する余地（可能性）は？ □　大　　■　中　　□小

成果向上のためにすべきこと、次年度への取り組み方針

緑の基本計画に基づき加木屋緑地の整備・保全を進めるほか、保全・保存樹木未登録
者の登録推奨､緑の保全のための調査研究等を進めていく｡
また､エコスクール等において親子で自然と触れ合う機会を増やし､身近な自然につい
て市民が意識する事で､自然環境の保全につなげていく｡

指標としては昨年度より増加しているが、数よりも内容に留意すべき指標である。
平成21年度は新池で準絶滅危惧種のイチョウウキゴケ､大池公園で絶滅危惧種のハヤブ
サが確認されており､自然環境が周辺と比較して良好である可能性がある｡
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　２　生活環境

　Ｆ　公園・緑地・景観

　花と緑あふれる心安らぐまちづくり

主な事業

緑化推進コミュニティ助成事業
公園維持工事
桜ライトアップ事業
なぎさコンサート

計画通りに成果が上がっているか

□ 目標達成
■ 順調
□ 順調でない

成果指標の分析

成果が向上する余地（可能性）は？ □　大　　■　中　　□小

分野

柱

ビジョン

満足度は、僅かではあるが年々増加傾向にあり順調に推移しており、めざそう値に近
づいている状況である。年齢別では16～39歳でめざそう値を上回っており、あとの年
代はめざそう値に迫っている。男女別では、男性より女性の方が6％高い数値になって
いる。これは子どもと一緒に利用する機会が多いため公園等を利用して満足度を高め
ているものと思われる。
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成果指標10 まちの公園、街路樹などに満足している

市民の割合(％)

◆ ◆
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成果が向上する余地（可能性）は？ □　大　　■　中　　□小

成果向上のためにすべきこと、次年度への取り組み方針

引き続き、公園や環境保全林の整備を進めるとともに、宅地開発業者等に緑地の保
全・確保に努めてもらう。また、公園整備においては、地域住民の意見を反映した
ワークショップ方式での公園づくりを進めていくことにより成果向上の余地はあると
考えている。
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　２　生活環境

　Ｇ　環境美化

　道路も公園も自分の庭 めざそうポイ捨てゼロのまち

主な事業

ごみ散乱防止事業
放置自動車処理事業
地域美化推進事業
西知多産業道路環境美化推進事業
フラワーロード整備事業

計画通りに成果が上がっているか

□ 目標達成
□ 順調
■ 順調でない

成果指標の分析

成果が向上する余地（可能性）は？

分野

ビジョン

　地域内の清潔さに満足している市民の割合は、増加傾向にあったが中間目標に及ば
ない数値のままほぼ横ばいへと変化した。
　ただし、主要幹線道路におけるごみの回収量は減少傾向にあり、市内にポイ捨てさ
れるごみの量と市民の意識が必ずしも一致していない事が読み取れる。

成果向上のためにすべきこと、次年度への取り組み方針

柱

□　大　　■　中　　□小

　平成22年度から市内一斉清掃が始まったため、この効果を注意深く見守る必要があ
る。
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成果指標11 地域内の清潔さに満足している市民の

割合(％)

◆

55555555

◆
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る。
　ごみのポイ捨ては個人のモラルに依存する部分が多いため、個人を対象とした啓発
を引き続き実施すると共に、「清潔さ」とポイ捨ての関連性、清潔では無いと感じる
場所の洗い出しなどについて検討しなければならない。
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　２　生活環境

　Ｈ　交通

　環境に配慮した安心便利な交通システムの整備

主な事業

パーク＆ライド駐車場の整備
らんらんバスの運行
路線バス補助
安心みちづくり事業
常滑線・河和線連続立体交差事業
エコプロムナード
計画通りに成果が上がっているか

□ 目標達成
□ 順調
■ 順調でない

成果指標の分析

成果が向上する余地（可能性）は？ □　大　　■　中　　□小

成果向上のためにすべきこと、次年度への取り組み方針

　エコプロムナードや大田川駅のパーク＆ライドの整備により成果向上の余地はあ
る。また、エコスクール事業や啓発事業の内容も見直し今後充実させていきたい。

　ほぼ前年並である。工夫の内容として多いものは、徒歩や自転車を利用してマイ
カーの使用を控えている人の割合52.6％、アイドリングストップをしている人の割合
35.0％であるが、前年度とほとんど変化していない。

ビジョン

分野

柱
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成果指標12 環境に配慮してマイカーの利用を

工夫している市民の割合(％)
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◆

る。また、エコスクール事業や啓発事業の内容も見直し今後充実させていきたい。
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